
＜地域行事への参加・貢献＞ 

校長 佐藤 幹彦 

９月１７日（日）に、校区の小学校区で、それ

ぞれ地域行事が行われました。 

蘇原第一小学校区では、「ふれあい」をテーマ

に「市民ふれあい『イン』蘇一小」と題して、各

務原ご当地クイズや運動競技、お手玉・折り紙・

マジック教室など、子どもたちと地域の方が一緒
になって楽しめるイベントとなりました。校区の中学生がふれこみ

隊やボランティアとして、審判や運営のお手伝い、さらには大きな

声で小学生を応援する姿を見て、大変頼もしく思いました。 

蘇原第二小学校区では、コロナ禍でこの３年間

できなかった「蘇原第二小学校区市民大運動会」

が開催されました。今回で「第５８回」となる伝
統行事です。競技等の中で、校区の中学生が審判

や補助員などとして、小学生の子たちに優しく接してあげたり、や

り方を教えてあげたりして貢献している姿を見て、とても微笑まし

く思いました。 

中学生は一般的にはなかなか地域行事

に参加しないと言われています。今年度
は、加佐見神社の例大祭も行われるとい

うことで、中学生神輿の担ぎ手を募集し

ていますが、なかなか思うように集まらないのが現状です。しかし
本校では、９日（土）に行われた六軒の歩行者天国のイベントなど

に、吹奏楽部やバトントワリング部が伝統的に参加するなどして、

少しでも地域に貢献できればと考えています。今後、少しでも多く
の生徒が地域行事に参加することによって、蘇原中校区学校運営協

議会が目指す「しなやかに！笑顔で！“ひとりだち”できる子！」

を、学校・家庭・地域の三者が連携して「地域で育てていく」こと

を大切にしていきたいと思います。 


